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来年、２０１７年５月で管理職ユニオン･関西の結成から

２０年となります。 

関西での管理職ユニオンの立ち上げと、その専従を引き受

けることを決めたのが、１９９６年１２月で４８才の時でし

た。それから２０年になろうとしています。名古屋はなくな

り、東京は分裂し、我が関西は、私が書記長に再登場するな

どいくつかの困難がありましたが、小さいながらも複数の専従で運動を継続して、それなりに労

働者の組織化のために役立っていると思っています。 

今後の方向を見据える上で、組織の弱点とその克服方法、労働組合の危機的状況からの脱出の

方策を整理してみます。 

 

─  

私は、工業高校の機械科を卒業し、分析機器・公害測定器メーカーであった柳本製作所に入社

しました。職場では機械設計の業務をしていました。ガスクロ（ガスクロマトグラフィー）、液ク

ロ（液体クロマトグラフィー）、自動車排気ガスの測定器、水質の測定器などの図面作成の仕事を

１７年間やりました。同期の者が係長、課長と昇進しましたが、私は昇進しませんでした（でき

ませんでした）。 

２０才くらいから組合活動、夜間の京都労働学校での自治会活動、反戦・反差別闘争などを始

めています。その延長が今日の私です。 

１９８６年７月、組合つぶしの分社化反対闘争の過程で、威力業務妨害２件を理由に８名の仲

間といっしょに懲戒解雇になりました。それから８年間、解雇撤回闘争を闘い１９９４年４月に

「謝罪文」を書かせ、一定の解決金で終結しました。その３年後、管理職ユニオン･関西の専従活

動に入りました。 
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 東京管理職ユニオンが培ってきたノウ･ハウを生かし、私流を模索しました。 

基本的な考え方、体験をまとめてみると、私にとって、これまでの組合活動で接触した労働者

とは異なる管理職労働者との出会いでした。相談に来られる人の多くは、初期のころは結構、「何

でこの人がリストラ解雇」になるのかと思う方が多くいました。精神的にまいっている人、助け

を求めているという方もいました。中には、労働基準監督署や法律相談所を回ってから相談に来

た人もいました。企業内組合も含めて労働組合の経験のない方がほとんどでした。 

話をじっくり聞いた上で、「あなたはどうしたいのですか」と、尋ねることにしてきました。フ

ァイティングポーズが取れるかどうかを確かめたわけです。 

そして労働三権（団結権、団体交渉権、団体行動権）の話をし、その権利を最大限活用しなが

ら、一人でなく一緒に労働組合員として闘えることを伝えます。「組合員に加入すればいくら取れ



ますか」という人もいました。こういう人には、基本的には「お金を払って、弁護士さんにでも

相談にいけば、‥‥」と対応することにしてきました。 

 それから組合の会議は、公開・開放のオープンスタイルとしました。加入者には、組合員交流

会への参加を呼びかけました。団体交渉中や抗議行動を重ねている組合員は、参加率は高かった

です。 

上からの統制で個人の主体性を押さえ込むやり方は控え、自主性を尊重することをモットーに

してきました。 

 「自分のことは自分でやってもらう」として、団交申入書を作る、会社との対立点をまとめる、

団交の録音を自分でおこす、などです。加入の時には、「他の組合員は応援してくれます。あなた

も他の組合員を応援する。これがユニオンの活動の基本です」「そうしないと、あなたは常に一人

ですよ」、そして「受けた支援のお返しはする」ことですよ、と。相談者が加入し、活動するかど

うかは専従オルグとしての醍醐味です。 

私は、出来るだけ組合員との交流、意見交換、討論につきあってきました。専従をやりはじめ

事務所を設置してから午後７時を過ぎると、私自身がビールを飲みながら文章を作成したりして

いたので、午後７時以降、特に金曜日はユニオン居酒屋になっていきました。職場で消耗した組

合員にとって、ストレス発散の場にもなっていったようです。 

 私は、８年間の解雇撤回争議のこと、政治や社会情勢のこと、家族のこと、社会変革や革命の

ことなどを相手の組合員の話を聞きながら、私の考えを伝えることとしました。そして時には批

判もしました。メンタル状態の組合員とも結構、付き合ってきたつもりです。 

さらには、管理職ユニオンで事業をやろうではないかということ、何かやりたいことがあった

ら仲間を見つけ、自主活動をどんどんやってくださいとも言っていました。 

会社人間をやめざるを得ない仲間に、企業社会では味わえなかった魅力あるものを管理職ユニ

オンでつかむこと、新たな仲間を作ってくださいと。 
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私たちの組織は、①基本は飛び込み相談から始まる個人加入の組織です、②よって企業・業種・

地域を越えて、主に大阪、兵庫、京都など近畿圏を組織対象としている、③組合員の自主的ボラ

ンティアに訴え、その中で相談活動、団体交渉活動ができるメンバーを作る。④組合員一人ひと

りの自己決定を尊重し優先する。⑤｢指導も救済もしない」という東京管理職方式で、組合員の組

織依存や代行主義を排して、組合員間の徹底したサポート、相互協力を呼びかける。 

私なりに“弱点”という角度から整理すると、次のようなことになります。 

①個人加盟組織として組合員の自主性を尊重、当事者主義としているが故に、集団的活動への集

中力はきわめて弱い。組合員一人ひとりのトラブル解決のための相互協力 （団体交渉、抗議行

動への参加）はそれなりに対応できるが、他団体・他労組への連帯・協力、および労働法制改

悪反対闘争の取り組み、政治課題の取り組み参加と集中力が弱い。 

②組合員の意識として、リストラや個別的不利益に対抗する組合員個人の利益が優先され、労働

組合組織の構成員としての自覚が弱い。労働運動の拡大・発展のために貢献するという発想が

乏しい。 

③その結果、問題、トラブルが解決すると離れていくことを常態とする解決型ユニオンとなって

いる。 

これらの弱点は、私たちのユニオンに限らず、コミュニティユニオン全体の弱点でもある。 



 

 私はその克服策として、「私たちの合言葉・たたかうスタイル」を執行委員会で提起し、定期大

会ごとに確認、掲載し、その体得を訴えてきました。しかし、その中身の学習・教育活動が十分

出来ていないことは大いに反省すべきであると思っています。 

また、組織化の方策として、危機にある労働組合運動の企業主義、本工主義に対抗し、「関生型」

運動を対置し、職種・業種別ユニオンを進めようと、その実践をしてきました。 

解決型ユニオン運動の弱点は、組織的な集中力・行動力の弱さに加え、財力、後継者不足があ

ります。 

私は、２０１２年１１月２５の定期大会で書記長に復活し、その弱点を自覚し、労働運動の拡

大・発展、弱点克服の方向を見据えてきました。 
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競争の格差時代に対抗し、その克服の為に“自立・連帯・協働”の思想を持ち続けよう。こ

の時代を変革し・くつがえす、抵抗の力の主体は労働者です。勤労者・生産者階級としての変

革主体は労働者です。私たちのユニオン運動は「明るく・楽しく・元気をひろげよう」、そして

みんなのボランティア精神で、以下の合言葉・スタイルを我がものにしていきましょう。 

（１）闘う主体は組合員であるあなたです。 

  「あなたはどうしたいのですか」と聞かれます。その答えはあなた自身が決める事を大切

にします。闘うのはあなた自身なのですから。私たちは、この事を当事者主義、自己決定主

義と呼んでいます。あなたが語りかければ、仲間は経験を、意見・批判を、時には応援もし

てくれる条件・環境を豊富に与えてくれます。しかし闘うのか、妥協するのか、撤退するの

か、決めるのは納得するあなたなのです。自己決定主義は、自ら進んで学び、仲間と語り、

協力・協働する中で確信となるものです。 

（２）元気をつかむ交流の機会、学習会に加わる 

組合員交流の場を多彩に設けます。自主性を尊重して強制はしません。自主的・自立的に

参加し、出会いを大切にしてください。わがユニオンは、上から統制して個人の主体性を押

さえ込む集団規範型の組合ではありません。個人の主体性や“わがまま”を尊重しています

が、逆に、個々の組合員に対しても“わがまま”や“問題点”については批判が浴びせるこ

とも認め合っています。時には厳しい批判が飛んできます。何はともあれ、可能な限りまず

運動に参加することが元気の源になります。 

（３）自分の事は自分でやる 

    加入通知書、団体交渉申入書など、努力してできることは自分でやる事です。マニュア

ルの充実をさらに図りますが、何でもマニュアル通りにはいきません。出来ない人は、仲

間にサポートをお願いして下さい。自分で努力し挑戦する姿勢こそ必要なのです。頼りす

ぎると頼りにならず、頼らず活用の仕方をマスターすれば頼りになるユニオンなのです。 

（４）敵は小さく・少なく、味方は大きく・多くする 

労働者は一人では弱いです。ユニオンの一員に加われば労使対等の団体交渉権がえられ、

他の組合員の応援もできるし、受けることもできます。職場で仲間が出来れば現場での対処

方法を相談できます。闘争、抗議行動などをする場合は、多くの情報源が得られればより有

効な戦術が取れます。敵は少なくし、敵の支持者は中立に、中立者は理解者に、理解者は仲

間に、仲間は同志に、ユニオン運動の飛躍は、仲間と同志を多くつくる運動でもあるのです。 



（５）人生観と価値観について大胆に討論し、脱会社人間の確立をする 

自立のために大いに議論しよう。情勢について、労働論、生きざま論、革命論、さまざま

な価値観、文化や趣味などの議論を大いにしましょう。そのことを通じて、会社人間を脱皮

し、仲間を思いやり協力･協同する人間関係を形成します。このことは、社会を変革する力

となっていきます。敵対矛盾でない限り、話し合いで解決し、異論があっても協力・団結で

きる包容力ある労働者になろう。 

 この合言葉・たたかうスタイルの意見交換・討論を組織していきます。場合によっては、その

再検討も必要かもしれません。 
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この方針の一部「職種・階層別」グループ化は、２００５年１１月の第１０回大会の運動方針

に初めて掲げられました。管理職ユニオン･関西の京都滋賀事務所の開設が２００４年１月、アル

バイト・派遣・パート関西ユニオン（現、関西ユニオン）の結成が同年５月、私から書記長が大

濱氏に代わったのが同年１１月の第９回大会です。管理職ユニオン･関西が大きく活動領域を拡大

した年でした。管理職ユニオン･関西の中心は大濱さんに、京都滋賀事務所は本田委員長（当時）、

山岸さんを中心にやってもらうことになりました。私は、関西生コン支部らと「非正規労働者の

ための協働センター」を設立し、こちらの活動にも時間をとりました。 

その後、「職種・階層別」グループ化は部分的な取り組みで、関西生コン支部等との共闘は進め

られましたが、執行委員会全体のものになりませんでした。 

２０１２年１１月、私が書記長として組織の立て直しに復帰した第 17回大会後、実際に行動し

積み上げ、共闘も取り組みも執行委員会で確認し取り組んできました。 

これまで「関西生コン型の産業別労働運動、産業政策闘争に学ぶ」とし、職場では一人であっ

ても組合員を「業種･職種」でくくりグループにすること、「業種・職種」グループをベースとし

て他労組との「協力・共闘」へと進めること、そしてローカル（地方的）であっても「ゼネラル

ユニオン型組織への合流･統一」の団結をめざすことを方針化し、関西生コン支部や２月に結成さ

れた関西クラフト支部と交流や協力・協働を重ねているところです。 

 

⌐≈™≡ 

私たちの個人加盟ユニオンの労働組合専従は、サラリーマンではない。労働

組合は会社組織ではない。会社や資本のように金儲けの為にやっているわけで

はない。通常の労使関係があるわけではない。以上の点を強調しておきたい。 

私は、柳本製作所で懲戒解雇され、解雇撤回闘争を８年間闘い、裁判では負けていたが社長に

謝罪させ終結した。そこで解決金を得た。その解決金の一部を管理職ユニオン･関西の立ち上げ費

用に出しました。カンパをしたということです。企業社会や資本主義の考えからは、出資をした

からそれに見合う配当金を期待します。そんな発想は、私には毛頭なかったし、返済を求めるこ

とも考えたことがなかった。自分自身が専従を引き受けて、責任を持ってやる労働組合運動であ

るとしか考えてこなかった。 

組合員が増え、専従が複数になり、活動規模、活動範囲が広がり、労働運動としての拡大･発展

につながればよいと考えてきました。専従活動をはじめた時から、こんな言葉や文章で表明して

きたわけではありません。 



また、管理職ユニオン･関西は、東京管理職ユニオン同様、書記長が全体をまとめ、組合の中心

としてやってきました。管理職ユニオン･関西は、組合員も増加し、私の提起した方針、非正規労

働者を対象としたユニオン建設もスタートさせました。そのため、管理職ユニオンの大会で了解

を得、多くの費用も使いました。 

ところが２０１２年１１月の定期大会で、書記長であった専従が、管理職ユニオン･関西の要と

しての書記長の活動が果たせず交代（書記長→副委員長）を提起したが、そうした配慮を無視し、

委員長選挙に出て落選しました。落選したら専従は終了であり、組合員として残るには働くしか

ない。もしくは、支持する組合員を引き連れて別組合を設立することもありえるかもしれない。

この元専従はいずれの選択もせず、雇用されていた労働者である（雇主は、執行委員長という）

として、労働者の地位があるから給与を払えと裁判を起こしたのです。 

私は、裁判の結果に関係なく、冒頭に述べた通りで、もともとこの元専従は専従になる段階で

失格であり、誤った考えであるとします。 
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ヨーロッパにも管理職ユニオンがあります。今後はどうなるかわからないが、日本の管

理職は、社会階層としてのエリートとは言えず、大卒ホワイトカラー労働者か、企業内教

育で形成された労働者であり、きわめて流動的で不安定な労働者階層と言えます。多くの

企業内組合は、企業内ユニオンショップ協定で、課長以上の管理職や人事･労務･経理所属

の平社員までもが非組合員扱いになっています。こうした企業内労組から排除されている管理職

層、外資系企業からヘッドハンティングされる管理職層、それ以外の中小企業などの管理職層、

６０歳以上の高年齢労働者を組織対象とした管理職層の組織に純化していくと、昨年の方針で決

めました。 

 日本は、中小零細企業が圧倒的に多く、中小零細企業で働く労働者の多くが未組織状態です。

また、大企業が中小零細企業を下請け孫請けとして系列化し、搾取・支配し、従属化しています。

この重層構造が労働者の差別・分断、格差の基となっています。 

これまで、「関西生コン型の産業別労働運動、産業政策闘争に学ぶ」とし、職場では一人であっ

ても組合員を「業種・職種」グループ化し、そのグループをベースとして他労組との「協力・共

闘」へと進めること、そしてローカル（地方的）であっても「ゼネラルユニオン型組織への合流･

統一」の団結をめざすことを方針化してきました。 

もともとゼネラルユニオンとは、「運輸とその他」「介護と医療」「流通・サービス」という

ように、「複合」業種別職種別という意味合いで、出来るだけ大きく括るという組織単位とされ

ています。従って、昨年の方針を継承して、管理職ユニオン･関西、関西ユニオンとも一緒に業種・

職種別グループ化を推進して行くことになります。 

その実行は、執行部が運動の先頭に立ち、トラブル解決型ユニオンからの脱皮を強める。組合

員に対し、業種・職種別グループへの参加をするよう働きかけ、学習機会を増やしていく。社会

運動、政治運動にも、執行部が手分けして参加し、大衆行動には組合員にも呼びかけていく。 

それと次世代への引継ぎです。後任専従はいますが、もう一人の若い専従が必要だと考えてい

ますので、この人材発掘です。その後、私は次の活動に移ろうと思っています。 
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日本フッソ工業  Ｋ・Ｙ 

 

私は 2007年 4月 1日付けで日本フッソ工業株式会社へ入社し、大阪営業部に配属されました。

会社は工場等の産業機器へのフッ素樹脂焼付けコーティング・ライニングを業務としており、課

題解決のため、幅広い業界へ解決策を提案しています。 

2011年 12月末、上司のＫ次長より東京転勤の話がありました。その際、東京へ行くか、大阪に

残留するか選択肢をいただき、引き続き大阪で頑張る旨を伝えました。 

年が明けた 2012年 1月 5日、年始式を終えた後、総務部Ｎ課長から用件が述べられず応接室に

通されました。その後、総務部黒田部長が入室してきました。部長は，自分の生い立ちやこれま

での経歴など、業務と関係のない自慢話をしてきました。私は、部長の話に頷くしかなく、意見

することも許されず、ひたすら話を延々と聞く一方でした。面談は 14時 30分から、終わったの

は翌日の 0 時 30分であり、実に 10時間に及ぶ長時間でした。その間、私は水を一杯飲むための

わずかな休憩しかできませんでした。途中、営業事務所での仕事があるので仕事へ戻りたいと申

し出ましたが、部長は大事な話をしているから戻らなくていいと告げ、私の携帯電話に営業事務

所やお客様からの電話があっても、その電話にも出なくていいと告げて、電話に出る事が出来ま

せんでした。同日の 21時を過ぎた頃になって、私に対し、東京への転勤を打診されました。私は、

東京への転勤を希望していないと返答したところ、部長は、東京に行けば活躍できる等と話して

きました。最終的に、部長は、延々と話を続けた後、そろそろお終りにしようかと告げ、次に回

答を聞かせてくれと私に命じました。回答期限は 2012年 1月 10日でした。 

2012年 1 月 10日、私は同じく課長に呼び出され、応接室へ通されました。黒田部長の私に対す

る面談は、同日 10時頃から 14時頃まで行われました。この話の中で私は休憩をとることができ

ませんでした。部長の私に対する面談は、東京勤務を強制するものでした。私は、部長が一方的

に話す事に対して頷くだけでした。また、私に対する下記のような人格権を侵害する発言、当時

の婚約者、家族に対する侮辱発言等、不適切な発言ばかりでした。 

 

「大阪に残れば、居場所がなくなるに決まってる。」 

「年齢的に物が見えていない部分がある。教育されていない。」 

「パートナーが理解していないのも悪い。」 

「（Ｙ氏の）考え方は１８歳レベル。無知だ。」 

「山中君は世の中をなめている。人をあざ笑っている。達が悪い。」「単なる子供だ。」 

「大阪に居れば，辞めることになるよってことだよ。」「君はわがまま野郎だ。」 

「今回の面談は山中君が加害者で，私が被害者だ。私にも他の仕事がある。」 

「Ｙ姓でいくのか向こうの姓でいくのか？大阪の組織では一人前にはなれない。そう思わないか？選択肢

は東京に行くか、辞表書くかということやと思う。」 

「結婚は理由にならない。東京に行って結婚したらいい。明日にでも籍を入れなさい。」 

「東京に行ったらしまいちゃうん？行くしかない話や。それを何で行かないんや？行けばいいやん？済む

話や。パートナーも丸ごとかかえて転勤したらしまいやん。」 



「その程度のことが、わからないなら 50年後パートナーは横にはいない。」 

「僕がいうてるのは，別居したらええねん。」 

「奥さんは某百貨店に勤めてるの？某百貨店やったら東京にあるやん。それやったら状況話したら絶対通

してくれるって。」 

「給料をもらってこの面談をやっている。」 

「彼女も理解できなあかんと思うで，できなかったら彼女はその程度ってことや。」 

「それやったらもっと酷いことになるで。その展望に「うん」と言っちゃう彼女はもっと酷い。」 

「某百貨店やったら，商売人やからピンとこないのかな，この世界。ものの道理がわからんのかな…」 

「事実上，会社が関わる最後だ。」 

 

後半では、私が号泣する程追い込まれるような状況がありました。部長は話の最後に、あと 5

分､3分､1分と声に出して話の終了をカウントして，私に回答を迫りました。私は，部長からの圧

迫に耐えかねて，「と，東京へ行きたいです。」と答えてしまいました。部長は、最後に私に対

し、次回最終回答を持って来るよう告げ、話を終えました。 

2012年 1月 12日、面談の時間は、同日 8時 45分頃から 12時 40分頃までで、面談の途中で休

憩をとることができませんでした。10日同様、部長が一方的に話す事に対して頷くだけで、私に

対する人格権を侵害する発言を繰り返していました。 

 

「今回面談してもらっていることに対して，思い上がっているのではないか。」 

「Ｙ君を潰すことは簡単だ。」「常識が狂っている。それにより，他人に迷惑をかけている。」 

「パートナーもそういった傾向にある。」 

「今の状態（会話が成り立たない状態）では，営業に戻せない。なおさら。」 

「この会話が成り立ってないのに，お客さんと会話が成り立つと思ってるの？相当山中君は酷いことをや

ってるわけですよ。」「自分は駄々っ子ではないという説明をして！」 

「反発している顔や。就業規則に転勤があるってわかってないんちゃう？転勤断ったら処分の対象やって

ことわかってる？無知なのよ」 

「嘘をついていないつもりでおるんでしょう！」更に「嘘をついていない」という私に対して「だけど事

実は（嘘を）ついてんねん！」 

「僕に失礼な事をしている，って本当に分かれへんの。どうしようもないくらい，失礼 な事をしている」 

「ここで会話が成り立ってなければ，営業なんかできるわけがない。僕に対してこんな失礼なことしてた

ら，営業なんかできるわけがない。そこの落とし前はどうしてくれるの？相手どうでもよくて自己主張

してるわけよ。この会話ができないのに客と会話ができると思ってるの？」 

「常識が狂っている」「間違えに気が付かないから，成長がない。」 

「結局は世の中や社会や会社をなめてる。それで，やって行けると思てる」 

「（Ｙ君は）質（たち）が悪い。」「（Ｙ君は）不良たちと一緒」 

「社会で使い物になる可能性は，残念ながらゼロなんですよ。」 

「今のままでは、ここでも居場所がなくなるだろうし、よそでもない。」 

「私に失礼なことをしていることがわからない？どうしようもなく失礼なことをしてるで！」 

「Ｙ君はものを学ぶ姿勢ができてない。成長できてなくて当たり前。」 

「社会人としてやってはいけないことをやっている。自覚がない。」「病気だ。」 

「こんな長くなったのはＹ君のわがままだから。そこを認識していない。３歳児であったことが結論です

わ。「総務部長の立場で，『Ｙ、使えません』」 



最終、大阪に残る旨を伝えてようやく面談が終了しました。無事大阪に残る事ができました。 

その後、私は部長との面談以来、体調の不良に悩まされ、どのようにしたらいいか分からない

状態のままでいました。また部長に対する恐怖感から、社内にいてもいつ部長に呼び出されるか

とびくびくしていました。その間、相談もできず、病院に行くこともできませんでした。私は、

当初、会社内にある組合である ものづくり産業労働組合（ＪＡＭ、現場に７名）に相談して加入

しましたが、個別問題には取り組めないと言われ、脱退しました。その後、管理職ユニオン・関

西に相談したところ、私の体調を心配した組合員から一度精神科を受診することを勧められ，自

宅近くの精神科を探して，2012年 9月 12日に受診いたしました。結果、うつ病と診断されました。

管理職ユニオン･関西には、同年7月 28日に加入し、会社には同年 9月 21日、加入通知書を提出

しました。 

 

これまで、会社側と計 17回の団体交渉を行ってきました。部長の上記面談について、長時間だ

った事は不適切だったと、社長も認め謝罪する意思はありましたが、面談の発言内容に関しては

全く認めず、謝罪の意思を示しませんでした。その後、問題を解決する姿勢を見せましたが、面

談の発言内容に関して認めず、合意に至りませんでした。 

私は、納得いかないので組合と相談し、損害賠償等を請求する労働審判を起こしました。その

結果、今年 2016年 7 月 22日の審判で、会社が黒田部長の不適切な発言があったことを認め、謝

罪するとしたこと、損害賠償として 50万円支払うことを認めたので和解しました。 

2012年 1月に端を発したパワハラ問題の解決は、実に 4 年 6ヶ月かかりました。組合に加入し

なかったら諦めるしかなかったと思うし、解決にこれだけ長期化したのは会社の職場の環境改善

姿勢の欠如や、会社の上層部の不誠実な姿勢の結果だと思っています。 

私が受けた黒田部長によるパワハラ、それも長時間の 3 回に及んだ人権・人格権の侵害を含む

ダメージは大変なものでした。相談をした組合による団体交渉での会社の責任追及、上司である

Ｋ次長が私への応援の

ため組合に加入し、団

体交渉にも出席しても

らえたことが大きな勇

気となりました。また、

管理職ユニオン･関西

の仲村書記長、岡本執

行委員のご支援、ご協

力が無ければ、ここま

でたどり着けませんで

した。お二人にも大変

感謝しています。今後、

別案件で大阪府労働委

員会へ不当労働行為に

関する救済申し立てを

している案件があり、

そちらにも尽力してま

いります。 

 

労働審判の調停条項 



 

 

 

 

 

9 月 10 日（土）17 時より 10 回目の交流会が行われました。距離的なハンデなどで大阪事務所

になかなか来られない組合員の交流と神戸地域での団体交渉、労働問題などに在住メンバーで援

助、共闘の輪を広げ活動できるように一歩を踏み出すことを主旨に始まったのが 2014 年 4 月。

それから 2 年半、節目の回を迎える事ができました。 

会場の予約が取れず学習会はありませんでしたが、それなら

居酒屋などでリラックスしながら組合について語り合おうと

いう北村委員長の意見に賛同した7 名の組合員がJR 三ノ宮駅

北側に集合しました。 

まず三ノ宮駅近くの居酒屋に入りビールで乾杯、途中から仲

村書記長が加わり参加者は 8 名になりました。ほろ酔い気分で

進みつつも活発な議論が展開されました。 

何点か出た話題の中、最も参加組合員の関心を集めたのは定

年後の雇用についてです。50 代、60 代の組合員が多く参加さ

れており、60 歳が近づいている方、すでに超えた方など様々

ですが厚生年金の支給開始年齢が 65 歳になり、60 歳から受給

開始までの間の生活設計は重大関心事項です。その鍵となるの

が改正高年齢者雇用安定法です。 

ここで改正高年齢者雇用安定法についてポイントだけ簡単

にまとめたいと思います。 

・施行日・・・2013 年 4 月 1 日 

・65 歳までの雇用確保措置を義務付け（2025 年 3 月 31 日までは異なる場合あり） 

・労働条件に関しては取り決めがなく定年前と同条件でなくても良い 

（改正高年齢者雇用安定法の詳細は NEW FACE  vol.6  P7 ～P9 を参照願います。） 

注目すべきは労働条件に関する点です。上記のとおり明確な取り決めがなく労働者と使用者と

の個別合意に委ねるとしています。そのため定年前に比べて賃金が減額されたケースは多々あり

ます。仮に最低賃金で条件提示しても法律には抵触しないのです。 

組合では、いち早く対策に取組み団体交渉でほぼ同条件を勝ち取った組合員もいます。ただ、

この問題はこれから本番を迎える事になります。特に 50 代の組合員にとっては近い将来、直面す

るので早くからの準備が大切だとの意見で一致して終了となりました。 

 

 和気あいあいの雰囲気を持ちながらも労働運動を忘れないところが兵庫県交流会の良い所です。

第 11 回は 12 月 10 日（土）に開催予定です。未参加の方々にはぜひ参加をお勧めします。場所

を変え楽しい時間を過ごしましょう。大阪・京都・奈良の組合員の方々、そして何よりも兵庫県

内の郊外にお住まいの方、ご参加をお待ちしております。 
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 9 月 16 日（金）19 時から、組合事務所にて、ハマキョーレックス事件大

阪高裁判決についての学習会を行いました。労働契約法 20 条関連の学習会

としては、7 月に開催した長澤運輸事件東京地裁判決に続いて第 2 弾です。

実はこの事件、1 審の大津地裁彦根支部判決ではほぼ全面敗訴。それが大阪

高裁で部分的にせよひっくり返ったのです。 

ハマキョーレックス事件では、1 審判決でも、2 審判決でも、いずれも事実認定は「正社員のド

ライバーと契約社員のドライバーの業務内容自体に大きな相違は認められない。一方、就業場所

及び業務内容の変更、出向、登用については差異がある」というもの。これを前提に、1 審判決

では、個々の労働条件ごとの相違について一括して相違は不合理とは言えないと判断しました。

これに対して、2 審判決では、労働条件の相違の合理性・不合理性を、個々の労働条件ごとに慎

重に検討しなければならないとしました。以下、簡単にその内容を紹介させていただきます。 

 

１ ハマキョーレックス事件 1 審（大津地裁彦根支部）判決の要旨 

（１）正社員のドライバーと契約社員のドライバーの業務内容自体に大きな相違は認められない。

一方、就業場所及び業務内容の変更、出向、登用については差異がある。 

（２）無事故手当、作業手当、給食手当、住宅手当、皆勤手当及び家族手当、一時金の支給、定

期昇給並びに退職金の支給に関する正社員と契約社員との労働条件の相違は、被告の経営・

人事制度上の施策として不合理なものとはいえない。 

２ ハマキョーレックス事件大阪高裁判決 

（１）判断枠組み 

合理性（不合理性）判断について、職務の内容、当該職務の内容及び配置の変更の範囲その他

の事情を考慮して、「個々の労働条件ごとに慎重に検討しなければならない」。 

（２）無事故手当、作業手当、給食手当、住宅手当、皆勤手当、通勤手当についての判断 

●無事故手当（1 万円） 

・優良ドライバーの育成や安全な輸送による顧客の信頼獲得を目的とするもの。 

・正社員の人材活用の仕組みとは直接の関連性を有するものではなく、むしろ、正社員のドライ

バー及び契約社員のドライバーの両者に対して要請されるべきもの。 

・相違は、労働契約法 20 条にいう「不合理と認められるもの」に当たる。 

●作業手当（1 万円） 

・リフトやスィングがない時代に手で積み下ろしするドライバーに対し、その負担に配慮して付

けていた手当。 

・手で積み下ろしするドライバーが正社員のみであり、契約社員はそうでなかったと認めるに足

る証拠はない。 

・相違は、労働契約法 20 条にいう「不合理と認められるもの」に当たる。 

●給食手当(3500 円) 

・従業員の給食の補助として支給。 

・正社員の職務の内容や当該職務の内容及び変更の範囲とは無関係に支給されるもの。 

・相違は、労働契約法 20 条にいう「不合理と認められるもの」に当たる。 
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✖住宅手当（2 万円） 

・長期雇用関係を前提とした配置転換のある正社員への住宅費用の援助及び福利厚生を手厚くす

ることによって、有能な人材の獲得・定着を図ることを目的とする。 

・相違は、労働契約法 20 条にいう「不合理と認められるもの」に当たるとは認められない。 

✖皆勤手当（1 万円） 

・精勤に対してインセンティブを付与することで精勤を奨励するもの。 

・契約社員が全営業日に出勤した場合には、契約期間中でも昇給する可能性がある他、有期労働

契約の更新時に時間給の増額が行われることがある。 

・相違は、労働契約法 20 条にいう「不合理と認められるもの」に当たるとは認められない。 

●通勤手当 

・労働者が通勤のために要した交通費の全額または一部を補てんする性質。 

・職務の内容や当該職務の内容及び変更の範囲とは無関係に支給されるもの。 

・相違は、労働契約法 20 条にいう「不合理と認められるもの」に当たる。 

（３）家族手当、一時金の支給、定期昇給及び退職金の支給についての判断 

これらの労働条件が労働契約法 20 条に違反するものであるとしても 

①同条違反の民事的効力として、当然に正社員の労働条件と同一になる補充的効力を有するもの

とは認められない。 

②合理的な解釈として、正社員就業規則及び正社員給与規定の該当規定が適用されることになる

と解することもできない。 

→労働条件の相違が同法 20 条に違反するか否かについて判断するまでもなく、原告は被告に対し

て、正社員と同一の権利を有する地位にあることの確認を求めることはできない。 

（４）労働契約法 20 条違反の効力 

①一般論として 

・同条に違反する労働条件の定めを設けた労働契約を締結した場合には、民法 709 条の不法行為

が成立する場合があり得る。 

・同条により無効と判断された有期契約労働者の労働条件をどのように補充するかについては、

労使間の個別的あるいは集団的交渉に委ねられるべきもの。裁判所が、明文の規定がないまま、

労働条件を補充することは、できる限り控えるべき。 

 

・関係する就業規則、労働協約、労働契約等の規定の合理的な解釈の結果、無期契約労働者の労

働条件を定めた就業規則、労働協約、労働契約等の規定を適用しうる場合はともかく、 

・そうでない場合には、不法行為による損害賠償責任が生じ得るにとどまる 

②本件について 

・正社員に適用される正社員就業規則及び正社員給与規定と、契約社員に適用される契約社員就

業規則とが独立して存在する。（全従業員に適用されることを前提に、契約社員については特則

として契約社員就業規則を適用する形式をとっていない。） 

→労働契約法 20 条に違反する場合、前記各規定の合理的な解釈として、正社員就業規則及び正社

員給与規定で定める労働条件が適用されることになると解することはできない。 

③結論 

・無事故手当、作業手当、給食手当、通勤手当の不支給は、労働契約法 20 条に違反して無効。 

・民法 709 条の不法行為を構成すると認められ、原告は各手当の不支給額と同額の損害を被った

ものと認められる。 



連載 ꜚ♬○fiה ─  
                                    書記長  仲村 実 

ה ╩╘↨⇔√ ─ ™ 
1998年 8 月初旬、消波・根固ブロックの型枠営業の三省水工で働く関西支店の次長が相談にき

たことから組織化と闘いが始まる。 

三省水工は堅実な経営を続けているが、経営不振の親会社三省建設㈱のオーナー社長が資金繰

り困難なため、子会社の三省水工㈱の代表取締役として乗り込んできた。親会社と合併を画策し

たり、違法な運転資金流用に異議をとなえる経理部長を解任しようとしたり、意に沿わない役員、

社員を転勤させたりした。この親会社のオーナーに怒りが沸騰し、対抗するために支店長、管理

職が中心となって労働組合結成へと進むことになった。 

 親会社から脱却し企業防衛・雇用確保を意思統一し、組織化を進めるために、8 月 18日、管理

職ユニオン･関西の支部として組合を結成することになった。 

管理職ユニオンから書記長であった私も参加し、労働組合の運営の仕方、闘い方を話し、その

後質疑応答、意見交換をしました。支店長、部長、次長らでのスタートとなったが、その後、全

国の支店職場の労働者が組合に加入してきた。 

取締役、社外株主、社員株主としての協力体制も整えていく。そして不当人事・配転に関する

団体交渉、ストライキを配置した資金流用に対抗した金庫防衛闘争、オーナーに従わない株主総

会粉砕闘争を組合として組織、展開し、オーナーの思い通りにさせない状況を生み出した。小倉

まで団体交渉に出かけた記憶がよみがえってきた。 

 1998年の 12月の管理職ユニオン・関西の第 3回定期大会で「企業防衛・雇用確保をめざす、三

省水工闘争勝利に向けた特別決議」をあげている。 

闘いの中で社員の 9割を組合に組織し、1年がかりで親会社からの脱却（親会社が破産）に成功

し、企業防衛・経営民主化、雇用確保の運動を続けることになる。 

ה ╩╘↨∆⁸ ⌐ ↑√  

三省水工に働く組合員は、現在、生活を守るため職場防衛の闘いを果敢に進めている。 

 「三省水工株式会社」のオーナーである代表取締役は、現在からの一人息子が経営する「三省建設株式会社」

の創設者であり、オーナー社長であった。当初から彼は、自分の取り巻きに、同族役員、イエスマン役員を置き、

役員会株主総会を牛耳り、社員を虫けら扱いし、ワンマン経営を行ってきた。社員も、その経営のやり方に慣ら

され、現在でもそれが当然のことのような雰囲気になっている。 

 一方、「三省水工株式会社」は、約１７年前、「三省建設株式会社」の借金がもとで設立されたこともあって、

数年前までは、オーナーも経営には参加していなかったので、比較的、足腰の強い会社に育ってきた。 

 「三省建設株式会社」も建設業界が好調な時代であれば、そのワンマン経営でもなんとか経営することが出来

たが、ここに来て、業界全体が大変厳しい状況に陥り、真っ先に煽りを受け、当然のことのようにオーナーが「三

省水工株式会社」の代表取締役として乗り込み、言うことを聞かない社員を勝手に転勤させたり、また、意に添

わない役員を解任しようとしたり、あげくの果てには、違法と知りながら会社の運転資金まで手を出し、勝手構

わずの行動をしている。                  

 組合として、このオーナーに対し、再三の抗議行動を行ってきたが、改める気配は見えない。これ以上我々は

オーナーのワンマン経営を許すわけにはいかない。そのために組合としては、あらゆる手段でオーナーに対抗し、

この経営方針を改めるまで、最後まで闘う決心である。 

 また、将来の組合のあり方として、労働者の生活向上のため、労働条件のみならず、経営者と対等な立場に立



って、会社の経営にも関わっていかなければならない。 

 管理職ユニオン・関西は、三省水工労働組合の仲間ともに、企業防衛・雇用確保をめざし、最後まで闘うこと

を決議する。        １９９８年１２月６日   管理職ユニオン・関西 第３回定期大会 

─ ≤∕─            

三省水工㈱は昭和 55 年に創立され、港湾、海岸

などに多く設置されているコンクリートブロック

の型枠のリースで実績を上げ、毎年黒字を出す優良

企業で社員もよく働き報酬もよく順調に伸びてい

ました。 

当時、大株主であり親会社であった建設会社は

港湾土木が専門で、巨大な工事船を持ち関西空港埋

め立て事業など順調に見えていましたが、バブル終

焉後の公共事業の景気下支えも批判される時期に

なるとそれまでの好調さに陰りが見え始め、社長も 

（写真は初代委員長の伊藤さん）     ワンマン経営であった為、会社の不良債権が表に現

れ銀行に見放される事態に陥りました。 

そこで、まだ順調であった三省水工㈱の資金を奪取し、親会社の運転資金に回す事にした訳で

す。当然、三省水工㈱はリース会社なので比較的利益率は良いのですが、年商を比べると微々た

るもので、到底親会社を救えるような資金は持っていません。しかしながらその場しのぎの資金

を、本社の金庫から親会社の役員が来て持ち出す、という行動に出ました。 

この事態に対して当時のプロパーの役員達は、警察に告発、裁判所に差し止め請求を行う等、

直ぐに行動を起こしましたが、持ち出しは止まらない状態が続きました。 

社員たちも、プロパー役員だけに任す事も是とせず、なんとか出来ないかと、藁をも掴む思い

で当時話題になっていた管理職ユニオンに相談する事にし、仲村氏、伊福氏に相談にのっていた

だき、「会社の資金には社員の労働債権も含まれているので、当然、労働組合として行動が出来る」

というアドバイスを頂き直ぐに結成したわけです。こうなると強いもので直ぐに労働債権を守る

為に団体交渉を行い、金庫の資金持ち出しを実力行使で阻止し、組合に対する批判等があり、組

織介入の不当労働行為で労働委員会に申し立て、間髪を入れずに行動を起こし、遂に資金奪取は

止まり、挙句、親会社は資金が無くなり平成 12 年に破産し消滅しました。破産した後、直ぐに親

会社の社長も亡くなり、銀行が押えていた三省水工㈱の株式も現在の親会社が買い取りなんとか

会社は存続出来ました。 

その後、会社の経営は随分透明度がよくなり順調に行くように思われたのですが、小泉政権よ

り続く公共事業の削減の影響をもろに受けて、会社縮小を余儀なくされ２度のリストラを行いま

したが、何とか組合が有ったおかげで退職条件も話し合いで円満とは行かないまでも解決してい

ます。現在は組合員もかなり減っていますが、存続しています。 

今考えてみると、会社が順調だった頃は、社員、組合員も一丸となって闘えたと思いますが、

だんだん不景気になって来ると、守るものがさみしくなり、要求もあまり出来ないという悲しさ

にいらだっています。私自身も今は企業内組合から外れ、執行役員という中途半端な立場ですが、

会社は、労働者、経営者、資本家が有って成り立っている訳ですから、誰かが一人勝ちになって

はならない、とういう事は原則だと信じています。          2016 年 9 月 16 日 記 

三省水工労組初代委員長 伊藤さん 
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1998年 5 月 30日、東京管理職ユニオンからの独立と、管理職ユニオン･関西内に『ユニオンあ

ゆみ』を立ち上げるために臨時大会を開催した。 

その中で、第二議案として、「運動方針の追加」として、以下のことが決定された。 

若年層、女性などを中心とした『ユニオンあゆみ』を結成する。「管理職ユニオン」名に抵抗が

ある若年層、女性などにもっと加入窓口を広げるため、新たに「ユニオンあゆみ」を結成し、組

織化を積極的に行う。当面は、「管理職ユニオン･関西」内の組織とするが、独自の執行体制で運

営を行う。組合員交流会や団体交渉、抗議行動などは協力して行う。組織、財政面での体制がで

きた時点で、正式独立とする。 

最初の役員は、委員長 作幸男、副委員長 島田隆紀、書記長 仲村実、執行委員４名で、今

後、随時増員します。 

「ユニオン・あゆみ」からの挨拶            委員長  作 幸男 

5 月 30日の「ユニオン・あゆみ」発足では関係各方面からの熱きメッセージ有り難うございま

す。マスコミの速い取り上げもあり、日に何回かは「あゆみって、どんな組合やのん？」という

電話があります。執行委員の中には「あゆみ」の名前からは考えられないようなお兄さんも多々

おり、「名前と実態の差が公序良俗に反する。」との声もチラホラ有ります。 

さて、本題に戻って今後の活動ですが、女性や若い男性が普段はあまり聞き慣れない「労使関

係」とどの様な形でつき合っていくのか、を追求していきます。「管理職ユニオン」程に駆け込み

寺的な相談の対応はまだまだ出来ませんが、まずは「こんな相談でもきいてくれるの？」位の事

から一歩、一歩進んで行きます。具体的には、6月は現存の女性組合へのアンケート調査を実施し

ます。最初の一歩です。ご協力、よろしく願います。 

その後、管理職ユニオンの機関･関西ニュース

に「ユニオンあゆみページ」を設けて２８号（2001

年 2 月 13 日/47 号）まで出ていました。結成か

ら 5 年の 2003年 10月 14日まで活動の記録が残

っています。 

結局「ユニオンあゆみ」のメンバーから専従や

独立が不可能と判断した私は、2003年 6 月ごろ

から非正規労働者のための組織作りの準備をは

じめています。定期大会で、新ユニオン建設の予

算を組み、12 月から新ユニオン準備会を開始し

ています。翌 2004年 1 月からは、管理職ユニオ

ン･関西の京都滋賀事務所を京都駅前に設けて、飛躍の組織方針の実行をしています。 

2004年 4 月 10日には、「アルバイト･派遣･パートの人もユニオンへ」の集会を開催、準備会と

して 5月に 3日間、大阪、京都で「パート･派遣ホットライン」の電話相談を実施。そして 5月 23

日、「アルバイト･派遣･パート関西労働組合」結成へとこぎつけました。 

結成後、大阪、京都、神戸で管理職ユニオンも協力しながら活動を続けました。2013年 5 月の

大会で神戸を組織分離しました。そして、2015年 5 月の大会で所得の少ない正社員も含めた活動

にするため「関西ユニオン」と名称変更しています。 



₈ ─ ₉    ₈ꜞ☻♩ꜝ≤ ℮ ꜚ♬○fi₉─Γ№≤⅜⅝Δ╟╡ 
円満解決から１ヶ月もたたない時期に自殺した４２歳のＯさん。奥さんから電話が入った。「主

人が自ら命を絶ちました」と、一瞬絶句した。「ユニオンに入っていたからここまでやってこれた

と、いつも主人は言ってました」と話されてほっとした。１９９９年９月のことです。 

二年の経過は、出向先の子会社閉鎖、自宅待機、取引先の社長から来てくれと言われた自販機

の修理会社への出向、その社長からの退職勧奨、親会社に戻って再度の自宅待機、親会社で未経

験の新規営業開拓をともなう自販機設置業務に配属された。なれない営業、交通事故を起こし自

信喪失、退職すると決意したという経緯であった。調印後、滋賀県の近江八幡駅近くで二人で食

事をした。兼業農家の彼に「雇用保険・加算金もあるし、当面は農作業でものんびりしながらこ

れから先のことを考えたら」と言って別れた時のことを思い出す。「少々神経質だなあ」と感じつ

つ相談の時、精神科に通院していることを聞かされたことがあったが、この日はそう暗い表情で

もなかった。「自殺」のことなど想像できなかった。経済的不利益はなかったが自宅待機、出向で

自信喪失・精神的苦労があったのだろう。 

自殺する数日前に私宛に事務所に電話があった。私は留守をしていて、伝言ノートに「電話が

あったと伝えてください」との記載があったが連絡をとらなかった。結果はともあれ連絡をとっ

ていたらと悔いが残る。 

もう一人は急死されたＫさん。農学博士で５８歳だった。自宅は茨城県、単身赴任で京都に住

んでいた。ミカンジュースの絞りかすに酵母を生育させ、酵母を養殖魚のエサにする技術を研究

開発する仕事で、京都大学内にある財団に勤務していた。 

今年（２００３年）の２月、奥さんから電話があった。組合費未納通知書が転送され、私の手

紙が入っていたので連絡させてもらったとのことでした。「６ヶ月前に亡くなりました。心臓の発

作でした。夜遅く京都から帰ってきて朝は寝ていた

んですが、私（奥さん）も子どもも働きに出て、夕

方帰ってきて初めて主人の死がわかった」とのこと

でした。 

事務所によく顔を出してくれていたし、茨城の地

元で自然保護運動に積極的に参加していると話し

ていた。印象は、大胆な発想で解雇された職場では

上司と対立した豪傑的な人で、「朝は得意なので、

抗議行動やビラまき手伝います」と農学博士・研究

者を感じさせない人でした。組合員交流会で「環境

問題、自然回帰農法」の話しもしてもらった。彼か

らもらったパンフ「自然回帰農法シンポジュウム、

水辺と緑のシンポジュウム テーマ：これからの農

業の在り方を考える」が記念に残っている。 

私が呼びかけた「自力の第一次産業と結ぶ仕事

づくり運動ネットワーク」に参加してもらいたいと

考えていた人である。組合にも時々、博士の肩書き

を持つ人が飛び込んでくる。ユニークな人が多い。

その中でも特別ユニークな人だった。短い期間のつ

き合いだったが、亡くなられて残念である。                       

自然回帰農法シンポジュームパンフレット 



 

 

 

 

 

 

2015 年度の運用実績・・・5 兆 3098 億円の赤字 

これは「GPIF 」（年金積立金管理運用独立行政法人）が 7 月 29 日に

発表した数字です。GPIF はサラリーマンの厚生年金や自営業者の国民

年金を運用する機関で 2006 年に設立、運用する資産の総額は 2016 年 3 月末時点で約 134 兆円、

世界最大の年金基金です。 

支払われた年金の保険料のうち、給付に使われなかった分を「積立金」として管理し、将来の

給付に備えるため、国内外の債券や株式に投資しています。 

その積立金の投資先について 2014 年 10 月に見直し、運用割合を大幅に変更しました。 

 

             見直し前   見直し後 

国内債券・・・ 60％     35％ 

外国債券・・・ 11％     15％ 

国内株式・・・ 12％     25％ 

外国株式・・・ 12％     25％ 

 

実に国内外の株式割合を倍に増やし、国債などの国内債券の割合を引き下げています。 

株式割合を引き上げた理由について、GPIF は、「超低金利の中、国内債券中心の運用では高い

利回りが期待できず、将来、年金財政を維持するのに必要な積立金を確保するのが難しくなる」

などとして、運用の収益性を高めるためと説明しています。 

今回の運用実績について GPIF は記者会見で中国経済の減速に端を発した世界同時株安などの

影響で、昨年度の運用実績は 5 兆 3098 億円の赤字になったと発表したのでした。 

また、私たちの年金の給付額に与える影響については昨年度が赤字でも、過去 15 年間の累積収

益では 45 兆円の黒字になっていることや給付の大半が保険料収入と税金で賄われ、積立金の割合

は、およそ 1 割と低いことなどをあげて、「受け取る給付金には直ちに影響は出ない」と説明して

います。政府からも菅官房長官が 7 月 29 日の会見で「年金積立金の運用は中長期の期間で行うべ

きで、短期的な変動に過度にとらわれるべきではない」と述べています。 

 

 この発表や記者会見に対して感じた事ですが・・・ 

１.今回の赤字運用の原資は厚生年金や国民年金の保険料である事 

 年金には GPIF が運用する厚生年金・国民年金だけでなく公務員等が加入する共済年金があり、

特に国家公務員の加入する国家公務員共済年金を GPIF との運用を比較すると 

 

国内債券   国内株式 

   GPIF          35％     25％ 

   国家公務員共済年金    74％      8％ 

˹ һ  

GPIF ₴ ὕ Ḹף ₴ ᵂ ˹♥  

MU 組合員 Ｎ・Ｋ 



 これだけでも国家公務員共済年金が堅実な運用を行っていることは明らかであります。それに

対して GPIF の運用は極めて不安定であり、今後の景気変動によっては更に赤字が増えることに

より累積収益が減少する危険性もはらんでいるのであります。 

 そうなると将来の年金給付にも影響が出る事態は大いにありうるのではないでしょうか。少子

高齢化により現役世代の保険料収入がますます減る事が予想され、その少ない収入をギャンブル

性の高い投資で運用して今後、損失を挽回できるものでしょうか？ 

 その一方で国家公務員だけが安全運用でリスクを回避しているように見受けられますが、本来

であれば、その共済年金を株式の投資に充てて行くべきだと思いますが・・・。 

  

２.運用実績の発表時期を例年に比べて遅らせた事 

 GPIF は運用実績の発表を例年 7 月上旬に発表しています。しかし今年は「開示内容が通常よ

り多く、準備時間を要するため」であることと参院選があるとの理由で 7 月末日に発表するとし

ました。その発表に対し、野党からは「損失隠しだ」と批判が噴出していますが、はたして実際

はどうなのでしょう。 

 すでに 2015 年度の運用実績は約 5 兆円の巨額損失が想定されていたことから、公表日を恣意

的に参院選後に遅らせたのではないかとの疑惑が出ています。もし、参院選の前に発表していれ

ば、運用損が政府批判につながり参院選に悪影響を及ぼす事を恐れた GPIF が与党に配慮したの

ではないかと言う憶測が流れています。 

 私たち素人から見ても、そのような疑問が湧いても不思議ではないと思います。元々は安倍政

権がアベノミクスの成長戦略の一つとして株価を上げるために私たちの年金積立金に目をつけて

運用方法を大幅に変えたのです。その結果が今回の赤字実績なのです。 

 この結果を国民にどう説明するのでしょうか。 

 

最後に・・・ 

8 月 26 日に GPIF は株安や円高で国内外の保有株の評価損が膨らみ、2016 年 4～6 月期の運用

実績が 5 兆 2342 億円の赤字になったと発表がありました。2015 年度の運用実績と合わせると約

10 兆 5000 億円の損失になりました。 

 累積収益では約 40 兆円の黒字ではあるものの確実に資産総額は減っているのです。 

政府は当面、今後も株式運用の割合を改める予定はないようですが、このまま赤字が続くと取り

返しのつかない事態が起こりそうですがそれに対し施策はないのでしょうか。 

 

政府の方針や GPIF に対して国民は、ただ現状を見守るしかないのか実情です。将来に不安を

抱えたまま日々を過ごすのはなんともやりきれないものです。 

 そうなると私たちが出来ることは一つです。 

政府は国会議員の中から選ばれて構成されています。その国会議員を選ぶ

のは私たち国民であります。その貴重な機会が選挙であります。私たちは

勿論のこと、若い人達も真剣に将来を考えて 1 票を投じる必要があるよう

に思えます。 

 

 年金積立金は将来の私たちの生活の糧になる虎の子の財産です。今後、誰が政権を執るにして

も国民の年金の原資を預かっているという責任を認識して、運用のあり方について、より丁寧な

説明に努めてほしいと思います。 



 

 

 

 

 

 

「有休休暇の有効活用について」少し大げさなタイトルですが… 

私は有休休暇に関して、皆さんに指南・提案などできるほどの事はできていないと思いますので

私自信の有休休暇の考え方の変移や現状について綴りたいと思います。 

元来私は、有給休暇は自分自身のリフレッシュのために有ると思っております。 

組合加入以前は普段パソコンや計測・制御装置とにらめっこして

いる生活から離れるため有休を利用し連休をとり夏はキャンプ、

冬はスキーその他たまに小旅行と出かけ非日常を味わいリフレ

ッシュを行っていました。 

組合加入後は、諸般理由により遊び？の内容も小規模に変化し

日帰りのハイキング、趣味の１つで有る写真へと変化し、連休の

有休休暇取得は減りましたがリフレッシュの為の有休休暇は確

保して、会社との闘いにも備えておりました。そして、組合加入後に増えた有休休暇取得理由が

「組合活動」です。休暇を取り自分自身の状況を他の組合員の方に相談したり受けたり、団体交

渉への応援参加、労働委員会や裁判の傍聴など行っています。 

最も、最近は仕事の状況も有り「組合活動」が理由の有休休暇取得が減っており仕事の進め方、

初心や闘争中の事を思い出し「時間の使い方を再考せねば！」と思っています。 

 さて皆さんは有給休暇について、どの様にお考えでしょうか？また有給休暇を取得できている

でしょうか？ 

有休休暇は労働基準法で定められた権利と言っても取得しにくい雰囲気の方も多々いらっしゃ

るのではないでしょうか。私も昔は有休所得について会社との攻防戦が長い間づづきましたが、

今は会社全体に有休休暇を取りやすい雰囲気に変わりました。 

また、有休休暇を利用した組合活動は多くの仲間、協力者ができ闘争を支えてもらえました。ま

さに「組合活動は相互協力によって成り立つ」と感じています。 

今回は文章が、まとまり切れず、このあたりの経緯等については別途番外編として近いうちに綴

りたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～ 連載企画 ～ 執行委員から一言 

─ ⌐≈™≡ 
                                Ｋ・Ｔ 

事務所の運営は組合員全員の手で 

月に一度は参加しよう!! 

私達の活動の基本は、相談者･加入者が闘いを始めた時、その闘いをサポートすることにありま 

す。皆さん、月に一度は組合活動に参加しませんか？有給休暇を取って事務所に来ませんか？ 

この社会混迷の中で労働相談は後を絶たず、交渉や闘争も増え、事務所業務は増加する一方で 

す。労働相談、団体交渉要員、府労委闘争、裁判傍聴など、組合員の皆さんの応援をよろしく 

お願いします。 



 

 

 

9 月 11 日（日）、能勢電鉄の日生中央駅に 8 名が

集合。予定では 11 名が参加するはずだったが、3

名が当日集合場所に来なかった。この 3 名につい

ては実名をあげて糾弾すべきところだが、更生の可

能性を残すためにイニシャルに留めておく。体重

100 キロに迫る巨漢である OK 氏は寝過ごしたと

の電話。まあ、正直でよろしい。最近めきめきと脂

肪を蓄え頭角を現している SM 氏は、風邪との連

絡。やや怪しいが、一応信じておこう。もっとも疑

わしいのは KN 氏。当日何の連絡もなかったので、電話を架けたところ、「元々行く予定にしてい

なかった」と言うのである。ところで、KN 氏については、前日の兵庫県組合員交流会で飲んだ

くれ、へべれけになっていたとの情報を入手している。当日はヨレヨレで歩けない状態だったに

違いない。白々しい言い訳をした可能性が極めて高いと推測している。 

 ともあれ、「来る者は拒まず、去る者は追わず」が遊歩会のモットーである。どれほど厳しくて

も、試練に耐えたものだけが「メタボ解消」の栄光を手にするのである。当日集まった 8 名は栄

光に向けて瞳を輝かせつつ足を踏み出し、一庫ダムへと向かった。 

 日生中央駅を鉄道沿いにしばらく歩くと猪名川に出る。そして、猪名川を少し遡ると、堤頂長

285 メートルの巨大な一庫ダムである。一行はダムの堤頂に立って、細

長く広がる知明湖を見下ろした後、湖を右手に眺めながら、歩みを進め

た。知明湖はダム湖 100 選にも選定されていて、ボートを浮かべて釣り

も楽しめるそうだ。しばらく湖に沿って歩くと、知明さくら橋に出る。

この橋を渡ると、小高い丘の上に一庫公園がある。公園までは 360 段の

上り階段だが、段差が低いため、それほど負担にはならない。案の定駄々

をこねるリーダーの O 氏を説得し、一行は石段を登って公園で一休み。

公園のベンチに座って弁当を広げていると、目の前の木立の間を小動物

がちょろちょろしている。良く見てみると野生のリスだった。 

 公園を下って小一時間ほどさらに知明湖に沿って歩くと、黒川の里。高級炭「菊炭」の産地で

あり、今も細々とではあるが炭焼きが続けられている。里山の風景を満喫しつつ、知明湖へと流

れ込む渓流沿いに遡って行くと、黒川ダリヤ園に到着。9 月 9 日に開園し

たところで、まだ満開とは言えなかったが、大輪のダリヤが観賞できる。

もっとも、一行の中でダリヤ園に入園したのは 3 人だけ。残りは「花より

団子」ということで、近くの売店でソフトクリーム等を買い食い。その上、

ここで 2 名が脱落してバスに乗車。ダリヤ園からさらに渓流沿いに 20 分

ほど遡ると、黒川公民館。1873 年に開校した黒川小学校の木造の校舎がそのまま保存されている。

さすがに木造校舎を経験した世代は少なかったが、それでも何やら懐かしさが感じられるのは何

故だろうか？ 

 黒川公民館を最後に、後は一路能勢電鉄妙見口駅に。およそ 14 キロの行程だった。11 名の予

定が 8 名に、そして途中 2 名脱落して最後は 6 名となった。この 6 名に「メタボ解消」の栄光が

訪れることを祈念して、本稿を終えることとする。 
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